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比企光学株式会社

有限会社比企オプティクス

１９７１年 埼玉県比企郡小川町青山８３０番地

２００５年 埼玉県秩父市大野原２３６４－１

創 業 所 在 地



【祖業】小・中口径光学レンズの製造
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【第一の柱】大口径レンズの製造
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2008年リーマンショックで仕事が激減

とにかく時間があった

会社の強みって
なに？

何ができる
会社なのか？

世の中に必要な
会社なのか？
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とにかく書き出す（言語化）
何度も繰り返す



自ら考え､自ら行動し､自ら成長する

経営理念

私たちは、常に挑戦してゆきます。
お客様からいただく課題だけではなく、自分たちで課題を設定し、
自分たちで行動してゆく。
そこには、数多くの困難があり、そして失敗が生まれます。
しかし、簡単ではないことや大きな課題に心を躍らせる・ワクワクする、
そんな気持ちを常に持ち続けていく。
なぜなら、自らが問題解決した経験、あるいは挑んで失敗した経験こそが、
自らの成長につながり、そして、最大の武器になると信じているからです。

そのような志をもった集団であり続けたい。
それが、比企オプトグループです。
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◎自分事として。

◎失敗を集めよう。成功ではなくたくさんの
失敗をしよう。

・自分たちのメシは自分たちで。
・景気や取引会社のせいにしない。

悪しき考え方を断ち切る

失敗できる土壌づくり
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光学レンズではない新しい事業を始めよう

金属の切削加工事業を立ち上げ
素人集団でスタート

事業は立ち上がったが・・・

そんなとき（2016年）にロカベンが

専門家は…
「中小企業が絶対
にやってはいけない
戦略ですね」
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◎市・商工会・金融機関にも参加してもらい
ロカベンスタート

ロカベンは専門家の意見ではなく
自分の意見である

もう一度 立ち止まる事ができた
もう一度 俯瞰してみることができた
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【第二の柱】機械加工
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更に・・・・
経営理念に基づき、そして、ロカベンで見えた
自社の非力さを克服するため、
町工場が挑むAI・IoT・ロボットに取り組む
ことができた。

現場作業員から１名ピックアップ。
作業着→スーツに替えさせ、２人で取り組むことに。
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１年前まで現場作業
河谷くん



現在取り組んでいる第三の柱
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自社で開発しているAI検査装置、IoT監視装置の販売
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ロカベンの良い点
・取り組むことで、強制的に立ち止まることができる。
（ストップロスが最小限に抑えられる）
・取り組むことで、強制的にみつめ直すことができる。
・取り組むことで、強制的にまきこむ事ができる。

関係者の
共通理解

対話による
気づき

自社の立ち位置
の確認

自社の非力さを感じることができる
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ロカベンの悪い点

・とっかかりにくい。 良い点

×

・普段ローカルベンチマークという言葉をほぼ聞かない。
・会話にでてこない。
・金融機関から言われたことはない。逆に聞かれることもない。

・結構時間がかかる。
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自ら考え､自ら行動し､自ら成長する
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